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アリアケスミレ（有明菫） スミレ科スミレ属 

 

❶ 春にだけ見られる10ｍｍ位の小さなコメツキムシです 

❷ ♂は全身淡い黄色をしていますが、♀は全身黒色でお尻

の先だけ濃いオレンジ色をしています。 

❸ 茶褐色の毛がたくさん生えた丸っこい可愛いアブで、春

にのみ現れます。 

❹ 成虫越冬するので早春から現れます。人の気配で直ぐに

飛び去りますが、しばらくすると戻ってきます。 

❶トラフコメツキ（3/15）        ❷コマルハナバチ♀（3/19）        ❸ビロウドツリアブ（3/26）       ❹ルリタテハ（3/13）  

 

４月にみられる花  アカネスミレ，アケビ，アリアケスミレ，カジイチゴ，カラスノエンドウ，ケキツネノボタン，サンショウ，シャガ， 

タネツケバナ，ニワトコ，ヘビイチゴ，ミツバアケビ，メギ，ヤブヘビイチゴ 

生態園は、市街地の公園としては植物は豊かですが、なぜかスミレの仲間はあまり

多くありません。アリアケスミレは、細長い葉の間から伸びる柄に白っぽい花をつける

スミレで、生態園では田んぼの縁だけで見られます。開園した 2002 年の頃は見られ

ず、2006 年に初めて確認されました。特別に珍しいスミレではありませんが、生態園

周辺では緑道や空地でたまに見ることがあっても、乾燥など環境の変化に弱いよう

で、どれも数年でなくなってしまいます。 

細長い葉を横に広げて、高さ 10-15cm ほどの花柄の先に、白っぽく見えるけど紫

色の細かい筋がたくさん入った花を咲かせます。紫色の筋の多少や濃淡によって花

色が変化して見え、この様子を刻々と変化する有明の空の色に例えて名づけられた

と言われています。 

紫色の筋がある花弁の奥を覗くと細かい毛がいっぱい生えていて、花の真ん中に

は黄色っぽい三角形のものが見えますが、これは雌しべの先端部で、この形や花の

毛、細長い葉がアリアケスミレの仲間の特徴となっています。        菊池 光昭 

     タチツボスミレ              ツボスミレ               マルバスミレ              アカネスミレ （4/15） 
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○○○水辺のいきもの○○○ 

アオダイショウ/ナミヘビ科 

最大 2 m にもなるヘビ。木登

りと泳ぎが得意で、ネズミだけ

でなく樹上や水辺の鳥の巣も

襲う。身近に見られるが、おと

なしく、手を出さなければ噛み

つかない。 

 
昆虫：山村靖男  

今月の花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インドゾウ 「のこぎり体験→ズーラシアへ GO！」（3/9） 
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